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１ 

善
通
寺
市
の
概
要 

善
通
寺
市
は
香
川
県
の
西
北
部
に
位
置
し
、
南
は
琴
平
町
、
ま
ん
の
う
町
、
北
は
丸
亀
市
、
多
度

津
町
、
西
は
三
豊
市
に
隣
接
す
る
中
讃
地
域
の
中
心
的
な
都
市
で
す
。
南
西
に
大
麻

お

お

さ

山や
ま

、
筆
ノ
山
、

我
拝
師

が

は

い

し

山
な
ど
の
山
々
が
連
な
り
、
東
と
北
に
は
平
地
が
開
け
て
讃
岐
平
野
に
続
い
て
お
り
、
金
倉

川
、
弘
田
川
が
南
北
に
貫
流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
る
空
海
（
弘
法
大
師
）

に
よ
っ
て
、
総
本
山
善
通
寺
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
門
前
町
と
し
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。 

歴
史
は
古
く
、
南
西
部
の
山
々
の
麓
か
ら
は
、
多
く
の
石
器
、
土
器
の
ほ
か
、
銅
剣
、
銅
鐸

ど
う
た
く

な
ど

の
青
銅
器
が
出
土
し
て
お
り
、
市
内
に
は
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
や
、
前
方
後
円
墳
な
ど
古
墳
時
代
の

遺
跡
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
善
通
寺
市
仙
遊
町
の
現
国
立
病
院
機
構
善
通
寺
病
院
や
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
広
が
る
「
旧
練
兵
場
遺
跡
群
」
は
、
東
西
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
○
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
弥
生
時
代
、
さ
ら
に
中
世
に
か
け
て
の
大
集
落
遺
跡
で
、
発
掘
調

査
に
よ
り
、
百
五
十
棟
以
上
の
竪
穴
住
居
跡
や
五
十
棟
以
上
の
掘
立
柱
建
物
跡
、
土
器
棺
、
銅
鏡
片
な
ど
、

多
種
多
様
な
遺
構
・
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

明
治
に
入
り
旧
陸
軍
第
十
一
師
団
が
設
置
さ
れ
た
後
は
、
四
国
最
大
の
軍
都
と
し
て
賑
わ
い
、
市
街
地

の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
師
団
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
旧
陸
軍
施
設
跡
が
陸
上
自
衛

隊
、
高
等
学
校
、
国
立
農
業
試
験
場
、
裁
判
所
、
国
立
病
院
な
ど
に
転
用
さ
れ
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九

四
九
）
に
は
、
現
在
の
四
国
学
院
大
学
の
前
身
で
あ
る
四
国
基
督
教
学
園
も
市
内
に
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
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教
育
・
文
化
都
市
と
し
て
新
た
に
発
展
し
ま
し
た
。
全
国
に
先
駆
け
て
い
ち
早
く
環
境
問
題
を
取
り
上

げ
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
市
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
２ 

偕
行
社

か

い

こ

う

し

ゃ

（
旧
陸
軍
第
十
一
師
団 

旧
善
通
寺
偕
行
社
） 

「
偕
行
社
」
と
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
創
立
さ
れ
た

旧
陸
軍
現
役
将
校
の
親
睦
団
体
の
名
称
で
、
こ
の
団
体
が
社
交

場
・
集
会
所
と
し
て
建
設
し
た
建
物
も
「
偕
行
社
」
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
「
旧
善
通
寺
偕
行
社
」
は
、
善
通
寺
に
明
治
二
十
九
年
に
開

設
さ
れ
た
旧
陸
軍
第
十
一
師
団
に
よ
っ
て
、
明
治
三
十
六
年
五
月

十
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。
基
礎
に
赤
煉
瓦
を
積
み
、
木
造
平
屋
建

て
、
寄
棟

よ
せ
む
ね

造
り
瓦
葺
き
の
大
屋
根
を
の
せ
た
東
西
に
長
い
建
物
で

す
。
北
面
中
央
の
切
妻
造
り
の
玄
関
ポ
ー
チ
に
特
徴
が
あ
り
、
外

観
全
体
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
を
基
調
と
し
た
つ
く
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
南
面
に
は
幅
一
・
四
メ
ー
ト
ル
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
り
、

大
広
間
か
ら
直
接
南
側
庭
園
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
四
国
に

は
旧
陸
軍
師
団
の
関
係
施
設
が
少
な
い
中
、
保
存
状
態
が
良
好
で
、

洋
風
建
築
の
普
及
を
知
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い

旧善通寺偕行社 
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る
建
物
で
す
。 

竣
工
の
年
の
十
月
に
は
、
東
宮
（
後
の
大
正
天
皇
）
が
香
川
県
行
啓
の
際
の
休
憩
所
と
し
て
御
利
用
に

な
り
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
は
、
こ
の
地
で
行
わ
れ
た
陸
軍
軍
事
大
演
習
参
観
の
た
め
、
皇
太

子
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
御
宿
泊
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
は
、
米
軍
が
進
駐
し
、
米
兵
ら
の
社
交
場
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
善
通
寺
町
が
土
地
を
譲
り
受
け
、
昭
和
二
十
九
年

か
ら
善
通
寺
市
庁
舎
お
よ
び
公
民
館
と
し
て
使
わ
れ
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
は
市
立
郷
土
館
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
三
年
（
二
○
○
一
）
六
月
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
平
成
十
六
年
か
ら

＜旧善通寺偕行社・建物内の様子＞ 

北貴賓室（大正 11 年皇太子御宿泊室） 

大 広 間 

 天井のシャンデリア（当時のまま） 
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十
九
年
ま
で
保
存
修
理
工
事
を
実
施
し
、
創
建
当
時
の
状
態
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
偕
行
社
本
来
の
用
途

で
あ
る
社
交
場
と
し
て
の
利
便
性
を
高
め
る
目
的
で
、
喫
茶
店
も
設
置
し
た
附
属
棟
が
建
設
さ
れ
、
現
在

は
、
迎
賓
館
と
し
て
様
々
な
行
事
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
３ 
水
尾
写
真
館 

四
国
学
院
大
学
の
向
か
い
に
、
木
造
二
階
建
て
、
寄
棟

よ
せ
む
ね

造
り
の
洋
風
の
写
真
館
が
あ
り
ま
す
。
外
壁
は

白
く
塗
っ
た
下
見
板
張
り
で
、
正
面
上
部
に
は
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
「
水
尾
」
の
文
字
が
あ
り
ま
す
。 

創
業
は
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
で
、
店
舗
兼
住
宅
の
こ

の
建
物
に
な
っ
た
の
は
大
正
末
期
（
一
九
二
○
年
代
）
で
し
た
。

当
時
の
洋
風
建
築
の
ま
ま
現
在
で
も
営
業
し
て
い
る
、
全
国
で
も

珍
し
い
写
真
館
で
す
。 

出
入
口
の
引
戸
や
窓
の
上
の
欄
間
、
軒
下
、
柱
に
装
飾
が
あ
り
、

内
部
で
は
カ
メ
ラ
の
絞
り
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
天
井
レ
リ
ー
フ
や
階

段
の
手
す
り
に
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
て
、
優
雅
な
雰
囲
気
を
つ
く

り
出
し
て
い
ま
す
。
国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
平
成
十
二
年
五
月

二
十
五
日
登
録 

※
個
人
所
有
）
で
す
。 

 

水尾写真館 
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４ 

乃
木
神
社 

四
国
学
院
大
学
西
側
の
大
通
り
に
面
し
て
緑
の
森
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
こ
に

乃
木
神
社
と
讃
岐
宮
（
香
川
県
護
国
神
社
）
が
あ
り
ま
す
。
向
か
っ
て
右
手
、
神

明
型
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
形
の
鳥
居
が
立
っ
て
い
る
の
が
乃
木
神
社
で
す
。 

こ
こ
に
は
明
治
天
皇
の
御
大
葬
日
（
一
九
一
二
年
）
に
殉
死
し
た
乃
木
希
典

の

ぎ

ま

れ

す

け

・

静
子
夫
妻
が
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
乃
木
神
社
は
、
乃
木
将
軍
の
死
後
、

そ
の
生
き
ざ
ま
に
感
動
し
て
多
く
の
人
々
が
乃
木
邸
を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
、
夫
妻

の
霊
を
慰
め
る
「
乃
木
会
」
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
東

京
な
ど
数
ヶ
所
に
乃
木
将
軍
に
ゆ
か
り
の
あ
る
神
社
が
つ
く
ら
れ
、
善

通
寺
に
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
造
営
さ
れ
ま
し
た
。 

社
殿
は
装
飾
を
抑
え
た
簡
素
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
従
来
の
伝
統
的
な
神
社
建
築
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
大

工
で
な
く
建
築
家
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

※ 

乃
木
希
典 

陸
軍
大
将
と
し
て
多
く
の
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
た
乃
木
希
典
は
、
嘉

乃 木 神 社 
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永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
長
州
藩
士
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
藩
校

明
倫
館
に
学
び
ま
し
た
。
旧
幕
府
と
新
政
府
軍
の
戦
い
で
あ
っ
た
戊

申
戦
争
、
西
南
戦
争
に
参
加
し
た
後
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
軍
政
や

戦
術
を
学
び
、
帰
国
後
は
陸
軍
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
日
清
戦

争
従
軍
、
台
湾
総
督
を
経
て
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
善

通
寺
の
陸
軍
第
十
一
師
団
の
初
代
師
団
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。 

師
団
長
と
し
て
赴
任
し
た
二
年
八
ヶ
月
、
乃
木
希
典
は
金
倉
寺

こ

ん

ぞ

う

じ（
善

通
寺
市
金
蔵
寺

こ

ん

ぞ

う

じ

町
に
あ
る
四
国
霊
場
八
十
八
ヶ
所
第
七
十
六
番
札

所
）
を
宿
舎
と
し
ま
し
た
。
大
晦
日
の
こ
と
、
東
京
か
ら
静
子
夫
人

が
面
会
に
来
ま
し
た
が
、
職
務
中
の
身
で
あ
る
か
ら
と
会
わ
ず
に
追

い
返
し
ま
す
。
途
方
に
く
れ
た
婦
人
は
、
し
ば
ら
く
境
内
の
松
の
た
も
と
に

佇
た
た
ず

み
ま
す
が
、
や
が
て
夫
の

意
を
酌く

ん
で
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
話
は
明
治
の
軍
人
の
気
骨
を
し
の
ば
せ
る
逸
話
と
な
り
、
夫
人

が
佇
ん
だ
松
は
「
妻
返
し
の
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
金
倉
寺
に
は
、
乃
木
将
軍
が
使
っ
て
い
た
文
具

や
軍
帽
な
ど
の
遺
品
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
露
戦
争
で
は
、
第
三
軍
司
令
官
と
し
て
旅
順
を
攻
略
し
ま
し
た
。
参
議
官
、
学
習
院
長
を
歴
任
し
、

一
九
一
二
年
、
明
治
天
皇
の
御
大
葬
の
当
日
に
夫
人
と
と
も
に
殉
死
し
ま
し
た
。 

 

乃木神社境内に移築されている 
「旧陸軍第 11 師団 工兵第 11 大隊正門」 
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５ 

香
川
県
護
国
神
社 

讃
岐
宮

さ

ぬ

き

ぐ

う

香
川
県

か

が

わ

け

ん

護
国

ご

こ

く

神
社

じ
ん
じ
ゃ 

約
一
万
二
○
○
坪
の
広
大
な
敷
地
に
建
て
ら
れ
、
約
四
千
六

百
本
の
木
々
が
植
え
ら
れ
た
緑
の
森
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
明

治
維
新
以
来
、
戦
争
な
ど
に
よ
っ
て
国
の
た
め
に
尊
い
命
を
捧

げ
た
香
川
県
出
身
（
三
万
五
千
七
百
余
り
柱
）
の
英
霊
が
祭
ら

れ
て
い
ま
す
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
、
旧
陸
軍
第
十
一

師
団
開
設
の
際
に
、
招
魂
社
が
祀
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
、
内
務
大
臣
の
指
定
に
よ
り
護
国
神

社
と
な
り
、
造
営
に
着
手
、
昭
和
十
六
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

境
内
に
は
、
日
本
一
社
交
通
神
社
、
先
賢
堂
、
警
察
消
防
招
魂

社
、
遺
品
を
展
示
し
た 

「
史
料
館
」
な
ど
が
あ 

り
ま
す
。 

   

香川県護国神社 

遺品を展示した 
「史料館」 

軍馬の碑 
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６ 

旧
陸
軍
第
十
一
師
団 

騎
兵
第
十
一
連
隊
兵
舎 

旧
陸
軍
第
十
一
師
団
は
、
日
清
戦
争
後
の
陸
軍
拡
張
期
に
増
設
さ
れ

た
陸
軍
部
隊
の
六
師
団
の
う
ち
の
一
つ
で
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九

六
）
に
善
通
寺
町
に
設
置
さ
れ
、
明
治
三
十
一
年
に
師
団
司
令
部
が
開

庁
し
ま
し
た
。 

四
国
学
院
大
学
構
内
に
は
、
旧
陸
軍
第
十
一
師
団
騎
兵
隊
の
旧
兵
舎

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
木
造
兵
舎

の
一
つ
で
、
大
学
の
校
舎
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
で
す
。 

二
号
館
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
建
物
は
、
長
さ
五
十
八
・
五
メ
ー
ト

ル
、
幅
約
十
五
メ
ー
ト
ル
の
木
造
二
階
建
て
で
、
玄
関
ポ
ー
チ
の
屋
根

は
四
本
の
り
っ
ぱ
な
石
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

７ 

旧
陸
軍
第
十
一
師
団 

騎
兵
第
十
一
連
隊
本
部 

６
の
騎
兵
第
十
一
連
隊
兵
舎
と
同
じ
く
四
国
学
院
大
学
の
構
内
に
あ

り
、
旧
陸
軍
騎
兵
隊
の
本
部
と
し
て
使
わ
れ
た
建
物
で
す
。
騎
兵
隊
第

十
一
連
隊
は
、
東
西
三
一
○
メ
ー
ト
ル
・
南
北
三
○
五
メ
ー
ト
ル
の
敷

旧 騎兵第 11 連隊兵舎 
（現四国学院大学２号館） 

旧 騎兵第 11 連隊本部 
(現四国学院大学ホワイトハウス) 
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地
を
伴
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
敷
地
の
大
半
が
四
国
学
院
大
学
構
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
、

こ
の
連
隊
本
部
（
現
在
は
「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
の
ほ
か
、
兵
舎
、
脂
油
庫
が
学

校
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
隊
本
部
は
昭
和
初
期
の
建
築
物
で
、
外
壁
が
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
映
画
「
サ
マ
ー
タ
イ
ム
マ
シ
ン
・
ブ
ル
ー
ス
（
本
広
克
行
監
督
・
二
〇

〇
五
年
）
」
の
ロ
ケ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

８ 

磯
野
家
住
宅 

四
国
学
院
大
学
西
側
の
大
通
り
を
南
に
進
み
、
突
き
当
た
り
の
三

叉
路
に
面
し
て
建
っ
て
い
る
の
が
磯
野
家
住
宅
で
す
。 

昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
、
旧
陸
軍
第
十
一
師
団
の
陸
軍
主
計
中
尉

の
仁
井

に

い

榮
四
郎

え

い

し

ろ

う

氏
が
建
て
た
住
宅
で
、
伝
統
的
な
和
風
建
築
と
モ
ダ

ン
な
洋
風
建
築
が
一
緒
に
な
っ
た
和
洋
折
衷
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い

ま
す
。
玄
関
は
奥
に
あ
る
木
造
二
階
建
て
の
和
風
建
築
に
あ
り
、
手

前
の
洋
風
建
築
に
あ
る
洋
間
で
来
客
を
も
て
な
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

外
壁
は
、
当
時
で
は
珍
し
い
モ
ル
タ
ル
か
き
落
と
し
で
仕
上
げ
ら
れ
、

柱
飾
り
や
窓
な
ど
に
細
工
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
登
録
有
形
文

化
財
（
平
成
九
年
七
月
三
十
日
登
録 

※
個
人
所
有
）
で
す
。 

磯野家住宅 
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↑カイヅカ並木を抜けると

旧司令部の建物が見える 

 

旧 司令部 
(現陸上自衛隊第 14 旅
団「乃木館」) 

 

 

９ 

旧
陸
軍
第
十
一
師
団 

司
令
部
（
乃
木

の

ぎ

館か

ん

） 
８
の
磯
野
家
住
宅
の
前
を
西
に
進
む
と
、
四
国
管
区
警
察
学
校
が

あ
り
、
続
い
て
陸
上
自
衛
隊
第
十
四
旅
団
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
旧

陸
軍
第
十
一
師
団
の
被
服
庫
、
旅
団
司
令
部
、
師
団
司
令
部
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
う
ち
、
旧
陸
軍
第
十
一
師
団
の
司
令
部
で

あ
っ
た
建
物
は
、
現
在
、
陸
上
自
衛
隊
第
十
四
旅
団
の
建
物
と
し
て

使
わ
れ
、
通
称
「
乃
木
館
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

全
国
に
旧
軍
隊
の
建
物
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
善
通
寺
の
よ
う
に
司
令
部
、
兵
舎
、
兵
器
庫
、
集
会
所
（
偕

行
社
）
な
ど
す
べ
て
の
建
物
が
、
当
初
の
ま
ま
移
築
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
現
在
も
使
わ
れ
続
け
て
い
る
の
は
貴
重
な
例
と
い
え
ま
す
。 

カ
イ
ヅ
カ
並
木
の
奥
に
見
え
る
旧
陸
軍
第
十
一
師
団
司
令
部
の
建

物
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
竣
工
で
、
漆
喰

し
っ
く
い

塗
り
の
外

壁
に
寄よ

せ

棟む
ね

の
瓦
屋
根
を
の
せ
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
を
基
調
に
し
た

洋
風
建
築
で
す
。
司
令
部
と
い
う
性
格
上
、
一
連
の
旧
陸
軍
の
建
物
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と
は
違
い
、
威
厳
と
質
実
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
正
面
の
車
寄
せ
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
、
皇
太
子

（
後
の
昭
和
天
皇
）
の
来
臨
を
機
に
つ
け
加
え
た
も
の
で
す
が
、
外
観
全
体
と
し
て
は
竣
工
当
時
の
雰
囲

気
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。 

内
部
は
、
使
い
勝
手
に
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
改
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
面
入
口
か
ら
中
央
階
段
へ

と
続
く
玄
関
ホ
ー
ル
は
、
大
き
く
手
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
現
在
も
大
切
に
使
用
さ
れ
て
い
て
、
明
治

時
代
の
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。
二
階
に
は
、
明
治
三
十
一
年
か
ら
三
十
四
年
ま
で
の
二
年
八
ヶ
月
、

初
代
師
団
長
で
あ
っ
た
乃
木
将
軍
の
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
こ
の
部
屋
は
「
乃
木
記
念
室
」
と
な
っ

て
い
て
見
学
が
で
き
ま
す
。
（
見
学
は
無
料
、
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

 

１０ 

総
本
山
善
通
寺 

空
海
（
弘
法
大
師
）
の
誕
生
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
善
通
寺
は
、
屏
風
浦
五

び
ょ
う
ぶ
が
う
ら
ご

岳
山

が
く
ざ
ん

善
通
寺

ぜ

ん

つ

う

じ

誕
生
院

た
ん
じ
ょ
う
い
ん

と
称

し
、
真
言
宗
善
通
寺
派
の
総
本
山
で
、
四
国
霊
場
八
十
八
ヶ
所
第
七
十
五
番
札
所
で
す
。 

大
同
二
年
（
八
○
七
）
、
唐
か
ら
帰
国
し
た
空
海
が
、
長
安
（
現
在
の
西
安
市
）
の

青
し
ょ
う

龍
寺

り
ゅ
う
じ

の
仏
閣
を

手
本
に
、
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
ま
で
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
建
立
し
た
と
い
わ
れ
、
同
じ
く
空
海
が
開

い
た
高
野
山
の
金
剛
峰
寺
、
京
都
の
東
寺
よ
り
も
早
く
に
建
て
ら
れ
た
真
言
宗
最
初
の
根
本
道
場
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
寺
の
名
前
は
、
空
海
の
父
、
佐
伯

さ

え

き

直
あ
た
い

田の
た

公き
み

善
通

よ
し
み
ち

卿
の
名
に
因
ん
で
名
付
け
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
山
号
は
、
寺
の
南
西
に
あ
る
小
高
い
香こ

う

色し
き

山ざ
ん

と
、
そ
れ
に
連
な
る
筆
ノ
山
、
我
拝
師

が

は

い

し

山
、
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中
山
、
火ひ

上あ
げ

山
の
全
五
つ
の
峰
（
善
通
寺
五
岳
）
が
屏
風
を
立
て
た
よ
う
に
そ
び
え
て
い
る
こ
と
に
由
来

し
て
い
ま
す
。
本
尊
は
、
薬
師
如
来
座
像
で
、
仏
師
・
運
長

の
作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

創
建
当
時
は
四
町
四
方
（
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
敷
地
に
、

金
堂
や
講
堂
な
ど
十
五
の
お
堂
が
建
ち
並
ん
で
い
た
よ
う
で

す
が
、
出
土
し
た
瓦
な
ど
に
よ
り
創
建
は
奈
良
時
代
で
、
当

初
は
佐
伯
氏
の
氏
寺
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
は
、
幾
度
か
荒
廃
、
再
建
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
の
戦
火
で
堂
塔
伽
藍
は
全
て
焼
け

落
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
松
・
丸
亀
両
藩
の
援
助
に
よ
り

次
第
に
復
興
し
、
現
在
の
姿
に
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
昔
か
ら

歴
代
の
天
皇
の
信
仰
も
厚
く
、
し
ば
し
ば
綸
旨

り

ん

じ

、
院
宣

い
ん
ぜ
ん

な
ど

の
天
皇
ゆ
か
り
の
品
も
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
空
海
の
作
品
や
遺

品
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
宝
物
と
し
て
は
「
金
銅

こ
ん
ど
う

錫
し
ゃ
く

杖

頭

じ
ょ
う
と
う

（
国
宝
）
」
、
「
一
字
一
仏

い
ち
じ
い
ち
ぶ
つ

法
華
経
序
品

ほ
け
き
ょ
う
じ
ょ
ぼ
ん

（
国
宝
）
」
、
「
木
造
吉
祥
天
立
像
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
」
、
「
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
（
国
指

定
重
要
文
化
財
）
」
、
「
木
造

も
く
ぞ
う

稚
児

ち

ご

大
師

だ

い

し

立

像

り
ゅ
う
ぞ
う

」
、
「
善
通
寺
伽
藍

并
な
ら
び
に

寺
領

じ
り
ょ
う

絵
図

え

ず

」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

境
内
は
広
大
で
、
東
西
二
院
に
分
か
れ
、
東
院
は
伽
藍

が

ら

ん

、
西
院
は
誕
生
院
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
東
院

総本山善通寺（東院・南の大門） 
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に
は
金
堂
を
中
心
に
堂
行
堂
、
五
重
塔
、
釈
迦
堂
、
鐘
楼
、
五
社
明
神
、
佐
伯
八
幡
、
三
帝
御
廟
、
善
女

竜
王
社
、
天
満
宮
、
法
然
上
人
逆
修
塔
な
ど
が
建
っ
て
お
り
、
南
に
大
門
（
南
大
門
）
、
東
に
赤
門
、
西
に

は
西
院
に
通
じ
る
中
門
が
あ
り
ま
す
。
西
院
は
、
仁
王
門
を
入
っ
て
正
面
に
御
影

み

え

堂
が
あ
り
、
聖
霊
殿
、

地
蔵
堂
、
護
摩
堂
、
十
王
堂
、
親
鸞
堂
、
表
書
院
、
本
坊
な
ど
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。（
―
傍
線
の
つ
い

て
い
る
建
物
は
そ
れ
ぞ
れ
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
〔
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
九
日
登
録
〕
で
す
。
） 

 

※ 

空
海
（
弘
法
大
師
） 

空
海
は
、
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
、
多
度
郡
屏
風
浦
（
現
在
の
善
通
寺
市
）
に
、
父
・
佐
伯

さ

え

き

直
あ
た
い

田の
た

公き
み

善
通

よ
し
み
ち

、

母･

玉
依

た
ま
よ
り

の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名
は
真
魚

ま

お

と
い
い
、
十
一
歳
で
讃
岐
国
学
（
地
方
役
人
を

養
成
す
る
機
関
）
に
学
ぶ
か
た
わ
ら
、
叔
父
・
阿あ

刀と
の

大
足

お
お
た
り

に
学
び
、
十
五
歳
で
上
京
し
、
十
八
歳
で
大
学

の
明
経
科
（
い
わ
ゆ
る
行
政
科
で
、
国
の
高
官
を
養
成
す
る
と
こ
ろ
）
に
入
学
し
た
後
、
意
を
決
し
退
学

し
て
、
仏
教
を
志
し
霊
峰
や
四
国
各
地
を
歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
。 

延

暦

え
ん
り
ゃ
く

二
十
三
年
（
八
○
四
）
遣
唐
使
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
長
安
で
青
龍
寺
の
恵
果
和
尚
か
ら
真
言
密

教
を
直
伝
さ
れ
、
真
言
宗
第
八
祖
と
な
り
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
真
言
宗
の
開
祖
で
あ
り
、
「
三
教

さ
ん
ご
う

指
帰

し

い

き

」
、

「
弁
顕

べ
ん
け
ん

密
二

み

つ

に

教

論

き
ょ
う
ろ
ん

」
、
「
文
鏡
秘
府
論
」
な
ど
多
く
の
著
作
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
で
は
五
筆
和

尚
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
書
の
大
家
で
あ
り
、
土
木
・
建
築
・
鉱
業
・
自
然
科
学
・
医
療
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
も
才
能
を
発
揮
し
、
日
本
初
の
庶
民
の
た
め
の
学
校
「
綜
藝

し
ゅ
げ
い

種し
ゅ

智
院

ち

い

ん

」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。 
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帰
郷
し
た
空
海
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
独
創
的
な
設
計
と
そ
の
人
望
で
多
く
の
人
を
集
め
て
、
満
濃
池

の
復
旧
工
事
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
承
和
二
年
（
八
三
五
）
、
高
野
山
で

入

定

に
ゅ
う
じ
ょ
う

（
亡
く
な
る
こ
と
）
し
、

曾
孫
弟
子
に
あ
た
る
観
賢
僧
上
（
高
松
市
鶴
尾
地
区
出
身
）
の
運
動
の
結
果
、
延
喜

え

ん

ぎ

二
十
一
年
（
九
二
一
）

に
「
弘
法
大
師
」
の
諡
号

し

ご

う

（
死
後
に
お
く
る
称
号
）
が
朝
廷
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

※ 

善
通
寺
伽
藍
（
東
院
） 

五
重
塔 

五
重
塔
は
舎
利
塔
、
お
釈
迦
様
の
お
骨
を
納
め
る
建
物
で
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
五
大
を
表
し
て

五
層
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
空
海
が
創
建
し
た
五

重
塔
は
焼
失
し
、
現
在
の
塔
は
四
代
目
で
、
明
治
三

十
五
年
（
一
九
○
二
）
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
県
内
に
現
存
す
る
五
重
塔
の
中
で
は
最
も
古
く
建

て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
三
間
四
方
、
一
メ
ー
ト
ル
の

基
壇
に
高
さ
四
十
六
メ
ー
ト
ル
、
総
け
や
き
造
り
の

堂
々
と
し
た
つ
く
り
で
す
。
五
層
に
大
日
如
来
を
安

置
し
、
ま
わ
り
の
四
本
の
柱
に
は
そ
れ
ぞ
れ
阿
し
ゅ

く
、
宝
生

む

ろ

う

、
阿
弥
陀
、
不
空

ふ

く

う

成

就

じ
ょ
う
じ
ゅ

を
祀
っ
て
い
ま
す
。 

 

（善通寺東院）五重塔 
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※ 

善
通
寺
伽
藍
（
東
院
） 

法
然
上
人
逆
修
塔 

善
通
寺
の
境
内
、
五
重
塔
の
東
南
に
あ
る
法
然
堂
の
中
に
祀
ら
れ
て
い
る
石
塔
で
す
。
念
仏
禁
止
の
法

難
に
遭
っ
て
四
国
に
流
さ
れ
た
浄
土
宗
の
開
祖
・
法
然
上
人
が
自
身
の
爪
髪
を
埋
め
て
建
て
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
逆
修
と
は
生
き
て
い
る
内
に
あ
ら
か
じ
め
仏
事
を
修
め
自
ら
の
死
後
の
冥
福
を
祈
る
こ
と

で
、
法
然
上
人
が
善
通
寺
に
詣
で
た
時
に
、
参
拝
者
の
後
世
の
往
生
を
祈
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

※ 

善
通
寺
伽
藍
（
東
院
）
の
大
楠 

総
本
山
善
通
寺
の
境
内
に
は
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
二
本
の
大
楠
が
あ
り
ま
す
。
南
大
門

を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
に
あ
る
の
が
大
楠
で
、
そ
の
西
北
、
五
重
塔
を
背
に
正
面
に
見
え
る
の
が
五
社
明
神

大
楠
で
す
。 

 

大
楠
は
高
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
、
幹
の
太
さ
は
地
上
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
十
一
メ
ー
ト
ル
も
あ

り
、
大
き
く
伸
び
た
枝
は
東
西
で
二
十
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
で
二
十
九
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。
樹
齢
千

数
百
年
と
も
い
わ
れ
、
弘
法
大
師
誕
生
の
頃
か
ら
す
で
に
生
い
茂
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

一
方
、
五
社
明
神
大
楠
は
高
さ
四
十
メ
ー
ト
ル
、
幹
の
太
さ
は
地
上
二
・
三
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
十

メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
樹
で
す
。
五
社
明
神
は
善
通
寺
領
の
安
泰
を
守
る
氏
神
で
、
大
楠
の
根
元
に
社
殿
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
も
に
長
い
年
月
に
わ
た
り
、
善
通
寺
を
訪
れ
た
人
々
に
涼
や
か
な
木
陰
を
提
供
し
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て
き
ま
し
た
。
な
お
、
楠
は
善
通
寺
市
の
「
市
の
木
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

※ 

善
通
寺
誕
生
院
（
西
院
） 

御
影

み

え

堂ど

う 
総
本
山
善
通
寺
誕
生
院
の
本
堂
で
、
佐
伯
家
の
邸
宅
跡
に
建
て
ら
れ
、
空
海
の
誕
生
所
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
建
物
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
建
立
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
修
築
さ
れ
た
も

の
で
、
礼
堂
、
中
殿
、
供
養
殿
、
奥
殿
の
四
棟
か
ら
な
っ
て
お
り
、
礼
堂
と
中
殿
は
空
海
の
父
・
佐
伯
善

通
の
舘
の
跡
、
奥
殿
は
母
・
玉
依
御
前
の
舘
の
跡
、
そ
し
て
空
海
が
生
ま
れ
た
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
御

影
堂
の
背
後
に
は
、
空
海
が
誕
生
し
た
際
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
産
湯
の
井
戸
も
残
っ
て
い
ま
す
。
御
影

堂
内
部
に
は
、
空
海
自
筆
と
さ
れ
る
自
画
像
「
瞬
目

め

ひ

き

大
師
像

だ

い

し

ぞ

う

」（
秘
仏
）
と
、
真
言
密
教
を
伝
え
た
八
人
の

高
僧
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
下
に
は
、
長
さ
約
百
メ
ー
ト
ル
の
全
く
光
の
な
い
中
を
歩
い
て
弘
法
大
師

誕
生
の
聖
地
を
お
詣
り
す
る
、
戒
壇
め
ぐ
り
が
あ
り
ま
す
。 

 

１１ 

善
通
寺
市
立
郷
土
館 

貴
重
な
考
古
資
料
を
中
心
に
歴
史
資
料
や
民
俗
資
料
を
多
数
展
示
し
て

い
ま
す
。
一
階
に
は
、
国
の
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
有
岡
古
墳
群
か
ら
出

土
し
た
副
葬
品
を
中
心
に
約
五
百
点
が
展
示
さ
れ
、
善
通
寺
市
の
指
定
文
化

財
で
あ
る
、
仙
遊
遺
跡
出
土
石
棺
（
人
面
石
）
、
金
銅
製
冠
帽
（
王
墓
山
古
墳

善通寺市立郷土館 
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出
土
）
、
陣
山
出
土
銅
剣
（
弥
生
時
代
の
平
型
銅
剣
）
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仙
遊
遺
跡
出
土
石

棺
（
人
面
石
）
は
、
昭
和
六
十
年
、
善
通
寺
市
教
育
委
員
会
の
発
掘
調
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
、
弥
生
時

代
後
期
の
箱
式
石
棺
で
、
蓋
石
に
、
念
入
り
に
人
の
顔
が
線
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
金
銅
製
冠
帽
（
ぼ

う
し
）
は
、
昭
和
五
十
八
～
五
十
九
年
に
発
掘
さ
れ
た
王
墓
山
古
墳
（
有
岡
古
墳
群
の
中
央
に
位
置
す
る
、

六
世
紀
半
ば
に
つ
く
ら
れ
た
全
長
四
六
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
）
の
石
室
内
か
ら
出
土
し
た
遺
物
で
す
。

立
飾
り
な
ど
で
装
飾
さ
れ
、
全
体
に
渡
金
さ
れ
て
い
て
、
国
内
で
は
出
土
例
が
な
く
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の

渡
来
品
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
二
階
に
は
、
善
通
寺
市
内
で
収
集
さ
れ
た
民
俗
資
料
約
五
百
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

１２ 

善
通
寺
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
す
し
傳で

ん

店
舗
） 

善
通
寺
市
指
定
文
化
財
。
旧
す
し
傳で

ん

店
舗
は
、
明
治
時
代
か
ら
軍
都

と
し
て
栄
え
た
善
通
寺
市
の
中
で
も
、
特
に
賑
わ
っ
た
料
亭
で
、
昭
和

初
期
の
建
築
様
式
が
残
る
貴
重
な
建
物
で
す
。
木
造
二
階
建
て
で
、
か

つ
て
の
玄
関
部
分
は
敷
地
南
側
に
残
っ
て
お
り
、
総
本
山
善
通
寺
の
五

重
塔
が
眺
め
ら
れ
る
細
い
路
地
か
ら
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
旧

玄
関
付
近
の
前
庭
、
広
間
や
奥
の
客
室
に
続
く
廊
下
に
囲
ま
れ
た
中
庭

な
ど
は
、
料
亭
独
特
の
間
取
り
と
い
え
ま
す
。
各
部
屋
の
建
具
や
内
装

観光交流センター 
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の
座
敷
飾
り
、
欄
間
、
窓
枠
な
ど
の
凝
っ
た
意
匠
、
二
階
の
三
十
六
畳
の
大
広
間
に
あ
る
ス
テ
ー
ジ
建
具

な
ど
、
各
所
に
当
時
の
内
装
デ
ザ
イ
ン
が
残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
二
階
南
側
の
縁
側
に
は
、
縁
所
各
所

に
手
摺
を
巡
ら
す
手
法
、
そ
の
意
匠
を
そ
れ
ぞ
れ
変
え
て
い
る
点
な
ど
が
、
料
亭
と
し
て
の
雰
囲
気
を
出

し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
二
年
二
月
か
ら
建
物
の
改
装
工
事
が
行
わ
れ
、
二
十
三
年
四
月
に
竣
工
、
新
た
に
市
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
観
光
客
や
お
遍
路
さ
ん
の
接
待
所
と
し
て
、
ま
た
、
市

民
の
交
流
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

     

    旧すし傳
でん

店舗玄関 

南西側から見た建物 

２階にある大広間 
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１月２２日（日） 善通寺市からの復路 

ＪＲ土讃線 

   ＊途中、坂出駅で快速マリンライナーに乗換え 

（ＪＲ善通寺駅）   （ＪＲ高松駅）  

12：18 発  →   13：05 着 

13：19 発  →   14：05 着 

    

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 三木町井戸の社寺を訪ねる  

 と  き 平成２４年２月２６日（日）  

      ９：３０～１２：００  

 集合場所 ことでん白山駅（琴電長尾線）  

 講  師 千葉 幸伸（三木町文化財保護審議会委員）  
☆広報「たかまつ」２月１５日号に開催案内を掲載しますの

で、ご覧ください。  
☆天候等により中止の場合のみ文化財課（TEL 839－2660

「午前７時～開始時間まで」）でお知らせします。  
（電話が通じない場合は、「実施」です。）  
 
★集合場所への交通案内★ --------------------------------------- 

ことでん電車【長尾線・下り】 

（瓦町駅）   （白山駅）  
  ８：２５ →  ８：５５  
  ８：４９ →  ９：１８  
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「ふるさと探訪」に 
参加される皆様へ 

 
※ 参加中は、次のことに充分留意し、  
 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず、歩道を歩き、歩道が無いところでは、道

路の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

  


